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＜病棟連絡事項＞
・7/25CRE患者様の受け入れに関して、東病棟Dユニット（個室20号室）へ準備する事
になりました。現在、必要な物品準備手配中。

・本日から病床管理シートの入・退院調整状況の入力項目を追加致します。入力場所はこれまで通り、赤いシートの”入院・退院-予定日入力”です。（旧書式は一応外来のみ使用のシートに保管）入力方法や入力場所が不明な場合は、各部署の管理者または赤坂まで、お問い合わせ下さい。

＜入院・入室状況＞
【部屋移動】
・袴田　将志様　東病棟Aユニット8号室　→　東病棟Aユニット11号室
・泉山　昌康様　東病棟Aユニット11号室　→　東病棟Aユニット8号室
・高橋　桃子様　東病棟Aユニット10号室　→　東病棟Bユニット1号室
【転出】
・下妻　康貴様　東病棟Bユニット3号室　→　北病棟303号室
・泉山　紀子様　東病棟Bユニット1号室　→　西病棟Bユニット30号室
＜患者様連絡事項＞
・篠　竜治様～保健所による措置解除面接は8/24（水）13：30からオンラインにて行います。15分前に病棟スタッフからの聞き取り調査を希望されています。

・小豆畑　裕介様～青森ダルク職員による施設説明は、8/24（水）12：30からオンラインにて実施予定です。

・本田　未来様～母様より希望のあった主治医面談の日程は、8/22（月）14：00特診にて。主治医、家族連絡済です。

・中島　とし様～本日昼よりゼリー食開始となっています。内容については摂取状況をみて変更していきます。

・風穴　禮子様～介護認定調査の日程について、8/31（水）14：00予定です。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。他室侵入や他患者への迷惑行為あり、時間早めて開放観察終了している。便器内への衣類詰め込みあり回収。奇声や自傷行為は無く経過。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。10：00～16：00へ開放時間実施。主治医診察後「俺隔離解除になったから」と説明にも理解乏しく、眼光の鋭さあり。その後妄想発言聞かれるも、表情和らぎ対応穏やか。隠れ飲水無く経過。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・和田　昌様～終日隔離中。「隔離じゃないから出せ、経営者だ」と高圧的に訴え、ドアや壁蹴り頻回。格子越しでの対応は拒否が見られている。午後になりドア蹴り等少なくなるが、処遇への不満は聞かれている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・高橋　桃子様～意欲の低下は続いているが、希死念慮など症状改善みられるため、14：40終日隔離解除となる。

・青木　昭弘様～身体拘束中。壁を蹴り、壁に穴を開けているのを発見。周囲の音や声に反応する事あるが不穏興奮無し。拘束部位の循環障害なし。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜田名部Dr診察情報＞
・袴田　将志様～明日より20:00～6:00時間隔離の指示あり。8月10日検査の血液デー
タにて低カリウム血症がみられている。原因は不明であるが、カリウ
ム剤処方となる。

・立花　圭様～N.I様について「被害妄想でわけわからない事言ってくる。相手にしな
い。」と話している。臨時薬は同内容継続。

・小笠原　久年様～臨時薬はブロチゾラムＯＤ錠0.25 1 錠就床前薬中止。

・高柳　和子様～問い掛けには「う～う～」と言われ疎通不良。臨時薬ロドピンを増量
としていたが、今後はラツーダ増量となる。
・若沢　理子様～診察室まで来ること出来ているが、表情硬く「体調が悪い」と言わら
ている。頭がグルグル回って眩暈がすると話す。オランザピンは継続
して、貧血対策にＦｅ剤は増量。

・青木　昭弘様～壁を蹴り穴をあけてしまっている事報告。8月12日検査の心電図結果
としては、ＨＲ：108の洞性頻脈の所見があるが経過観察。臨時薬イン
チュニブ追加処方。

・小豆畑　裕介様～８月１０日検査の血液データにて、甲状腺ホルモンはＦＴ３，ＦＴ
４とも低値となっている。甲状腺剤チラーヂンＳ錠５０μｇ 1 錠
1×朝 使用していく事説明あり。リスパダールOD錠1mgよりオラン
ザピンＯＤ錠５ｍｇ 1 錠 1×夕へ変更。

・釜谷　茂春様～調子は「変わりない」との事。お酒については一人でいると「飲みた
くなるべ」と話している。持参薬より当院処方（臨時薬）へ切り替え
となる。

・大久保　和子様～臨時薬ドネペジル塩酸塩OD錠５ｍｇ「ＮＰ」 1 錠 よりリスパダー
ルOD0.5mgへ変更となる。

＜馬渡Dr診察情報＞
・宮崎　宏之様～臨時薬ロラゼパム1㎎→1.5㎎、トラゾドン75㎎→100㎎へ増量となる。
[bookmark: _GoBack]・佐々木　理佳様～臨時薬同内容で7日分処方。

・寺井　恵利子様～臨時薬ロナセンテープ60㎎→80㎎へ増量となる。その他同内容で7日分処方。

・村上　博昭様～臨時薬同内容で7日分処方。
家族へ最近の様子を伝え、オンライン面会や退院支援進めるよう指示あり。

・工藤　秀雄様～臨時薬ニセルゴリン終了、その他同内容で7日分処方。
就床前薬は20：30服用指示。連日不眠時服用している為、あまり使用しないよう本人へも説明している。

・小笠原　益治様～臨時薬同内容で7日分処方。精神症状落ち着いている為、退院支援進めるよう指示あり。

・板橋　ちよ様～臨時薬クエチアピン（12.5）1T就床前に追加。トラゾドン75㎎→100㎎へ増量。その他同内容で7日分処方となる。

・風穴　禮子様～指示変更や追加等なし。

＜皮膚科診察情報＞
・下妻　康貴様～症状改善し本日で終診。

・掛端　フジヱ様～仙骨部に3ｃｍ程の表皮剥離、淡緑黄色の壊死組織、湿潤性あり。
テラマイシン難航+ガーゼにて処置。テラマイシン軟膏1本処方。

・青木　昭弘様～症状軽減。同処置継続。

・若沢　理子様～著変無し。同処置継続。

・飯田　修子様～両側4～5趾間に発赤、血痂、疼痛あり。ゲンタマイシン軟膏+包帯処置。ゲンタマイシン軟膏1本処方。

・小笠原　久年様～著変無し。同処置継続。
・城前　実様～改善傾向。同処置継続。

・水梨　孝純様～右踵皮弁切除。同処置継続。
